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人
材
の
育
成
を
主
眼
に

白紙に戻し検討

２これからの総社を左右するつの会

人
材
の
育
成
の
た
め
の
人
事
考
課
制

度
を
導
入
し
よ
う
と
４
月
１８
日
、

人
事
考
課
制
度
策
定
委
員
会
（
委
員
長：

竹

田
正
彦
副
市
長
）
が
発
足
し
ま
し
た
。

市
の
目
指
す
人
事
考
課
制
度
と
は
、
組

織
の
目
標
の
実
現
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
向

上
さ
せ
る
た
め
、
人
材
育
成
や
能
力
開
発

を
図
る
人
事
管
理
制
度
で
す
。
委
員
会
は
、

市
内
外
の
民
間
企
業
の
人
事
担
当
者
ら
７

人
と
市
職
員
１２
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

「『
自
立
で
き
る
総
社
市
』
を
目
指
す
に

は
、
ま
ず
、
職
員
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」。
民
間
の
考
え
方
に
触
れ
、
意
識

改
革
を
図
り
、
自
ら
考
え
自
ら
実
行
で
き

る
職
員
を
育
成
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い

た
制
度
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

今
後
、
今
年
８
月
ま
で
に
委
員
会
を
５

回
開
催
し
、
制
度
を
作
り
あ
げ
、
１０
月
か

ら
本
格
導
入
に
向
け
た
試
行
を
行
う
予
定

で
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課
人
事
係
（
1
(2

８
２
２
０
）

を
除
い
た
市
の
負
担
額
は
全
体
の
約
１５
％

に
あ
た
る
約
９
億
２
０
０
０
万
円
で
す
。

平
成
１７
年
度
か
ら
昨
年
度
ま
で
に
、
橋
台

の
建
設
や
測
量
、
用
地
取
得
な
ど
で
８
億

２
７
０
０
万
円
を
投
入
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
予
算

な
ど
、
橋
に
つ
い
て
の
共
通
認
識
を
図
り

ま
し
た
。
山
田
会
長
は
、「
諮
問
さ
れ
た
橋

の
整
備
方
針
に
つ
い
て
は
難
題
だ
と
思
い

ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
い
て
、
合

意
形
成
を
図
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

土
木
課
土
木
係
（
1
(2

８
２
９
１
）

■人事考課制度
策定委員会

「８月中に審議会からの答申を受けて、私が最終的に決断
したいと思っている。これまでの経緯をはじめ、行政の継続
性の点で国土交通省や県とわが市の信頼関係などの課題も多
いが、さまざまな正しいデータを皆さんに出していきたい。
架けるならば愛される橋に、止めるためにはみんなが納得で
きる理由でなければならない。この議論を、市民に知らせる
ことで、橋の将来を市民みんなで考えたい。それをこの審議
会から発信していただき、市民が考えて市民が実行する最初
の問題としたい」と、あいさつする片岡市長

昨年５月に完成した高梁川左岸側
（中原地内）の橋台から、高梁川と西部
地区を望む

第１回の総社市高梁川整備方針審議委員会
の様子。委嘱状の交付後、高梁川新架橋につ
いての審議が始まった

■高梁川新架橋整備方針審議会

４月１８日に開かれた第１回の人事考
課制度策定委員会
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白
紙
に
戻
し
て
、
や
る
か
や
ら
な
い

か
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
」。

高
梁
川
新
架
橋
に
つ
い
て
、
今
後
の
整

備
方
針
を
審
議
す
る
第
１
回
の
「
高
梁
川

新
架
橋
整
備
方
針
審
議
会
」
が
４
月
３０
日
、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
そ
の
冒

頭
で
片
岡
市
長
が
、
審
議
会
へ
の
諮
問
の

お
願
い
の
な
か
で
こ
う
話
し
ま
し
た
。

市
は
審
議
会
に
対
し
、
高
梁
川
新
架
橋

を
建
設
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
整
備

方
針
を
諮
問
し
ま
し
た
。
審
議
会
は
、
今

後
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
、
橋
の

必
要
性
を
は
じ
め
、
費
用
や
市
の
財
政
状

況
な
ど
の
検
証
を
行
い
、
答
申
内
容
を
ま

と
め
ま
す
。
答
申
は
８
月
の
予
定
で
す
。

審
議
会
の
委
員
に
は
、
学
識
経
験
者
や

各
種
団
体
の
代
表
、
市
民
代
表
な
ど
２０
人

を
委
嘱
。
会
長
に
は
岡
山
県
立
大
学
デ
ザ

イ
ン
学
部
の
山
田
孝
延
学
部
長
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

高
梁
川
新
架
橋
は
、
下
の
地
図
の
と
お

り
清
音
柿
木
地
内
を
起
点
に
、
富
原
地
内

ま
で
を
結
ぶ
清
音
神
在
本
線
の
一
部
で
す
。

清
音
神
在
本
線
の
総
延
長
は
３
３
０
０
ｍ
。

計
画
さ
れ
て
い
る
橋
は
、
長
さ
６
６
０
ｍ

（
国
道
４
８
６
号
の
中
原
口
交
差
点
か
ら
県

道
宍
粟
真
備
線
ま
で
の
区
間
）
で
、
片
側

一
車
線
、
片
側
歩
道
の
も
の
で
す
。

清
音
神
在
本
線
の
整
備
費
用
は
、
当
初

計
画
で
６１
億
円
。
補
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